































































































































































































































総　数 絹織物 絹綿交織 綿織物
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
1895年 109 （‒） 4,488 1（‒） 108 16（‒） 2,379 89 （‒） 1,771
1896年 109 （‒） 4,035 6（‒） 191 16（‒） 927 74 （‒） 1,736
1897年 103 （2） 5,143 6（‒） 125 22（‒） 2,038 62 （2） 1,175
1898年 119 （2） 6,152 4（‒） 190 43（1） 3,308 57 （‒） 1,446
1899年 173 （‒） 7,736 6（‒） 296 78（‒） 3,966 79 （‒） 1,792
1900年 255（12） 7,838 19（1） 635 74（3） 2,950 142 （8） 2,992
1901年 198（13） 5,763 15（‒） 283 63（1） 1,931 106（10） 2,311
1902年 243 （7） 6,606 15（‒） 297 90（‒） 2,895 127 （6） 2,426
1903年 207（19） 5,852 19（‒） 386 54（3） 1,980 117（15） 2,614
1904年 246 … 7,323 20 … 392 35 … 1,254 176 … 4,826
1905年 249（18） 7,472 18（‒） 430 47（1） 1,428 160（16） 4,223
1906年 286（42） 8,931 21（‒） 426 38（1） 1,503 204（40） 6,048
1907年 341（74） 10,570 25（2） 748 54（1） 1,444 225（67） 6,175
1908年 398（111） 11,699 43（‒） 1,002 47（2） 1,418 262（106） 7,119
1909年 478（171） 13,573 41（2） 1,005 53（1） 1,923 320（165） 8,488
1910年 405（191） 11,367 25（3） 657 57（2） 1,520 285（184） 7,623


















工場数 職工数 工場数 職工数
‒（‒） ‒ 3（‒） 230
‒（‒） ‒ 13（‒） 1,181
‒（‒） ‒ 13（‒） 1,805
‒（‒） ‒ 15（1） 1,208
2（‒） 1,543 8（‒） 139
2（‒） 282 18（‒） 979
1（‒） 17 13（2） 1,221
1（‒） 38 10（1） 950
2（‒） 135 15（1） 737
2 … 75 13 … 776
3（‒） 175 21（1） 1,216
3（1） 205 20（‒） 749
5（‒） 348 32（4） 1,855
7（1） 613 39（2） 1,547
8（3） 1,007 56（‒） 1,150
9（1） 680 29（1） 887

































　　　　　　　　　　　   　第４表　尾張地方における郡市別織物工場数・職工数の年次動向





























1895年 90 3,995 29 1,592 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 1 90
1896年 80 3,250 30 1,622 2 23 ‒ ‒ ‒ ‒ 1 20 7 177
1897年 77 4,696 29 2,549 2 23 ‒ ‒ ‒ ‒ 1 20 8 191
1898年 98 5,755 18 2,315 4 96 ‒ ‒ ‒ ‒ 1 20 9 237
1899年 143 7,230 14 2,422 2 25 ‒ ‒ ‒ ‒ 1 14 32 916
1900年 223 7,276 39 2,436 1 14 1 17 1 31 9 132 41 933
1901年 159 5,091 26 1,924 1 13 ‒ ‒ ‒ ‒ 11 191 27 561
1902年 195 5,821 20 1,552 1 12 ‒ ‒ 2 65 7 124 30 635
1903年 168 5,169 23 1,527 ‒ ‒ ‒ ‒ 1 42 13 183 25 444
1904年 203 6,521 52 2,819 2 35 ‒ ‒ ‒ ‒ 13 225 19 376
1905年 215 6,797 63 2,832 5 154 ‒ ‒ 1 25 13 251 14 332
1906年 240 7,939 58 2,718 6 240 1 73 3 96 22 431 19 459
1907年 291 9,391 75 3,588 9 216 1 83 5 447 27 657 21 497
1908年 340 10,259 94 3,358 11 269 1 97 5 523 33 846 19 435
1909年 388 11,571 87 3,568 8 234 2 111 4 164 40 1,139 25 546
1910年 308 9,144 44 1,899 10 313 1 93 3 146 41 1,288 19 420

































20 1,696 ‒ ‒ ‒ ‒ 40 617
17 1,080 ‒ ‒ ‒ ‒ 23 328
18 1,649 ‒ ‒ ‒ ‒ 19 264
49 2,808 3 38 ‒ ‒ 14 241
71 3,469 6 81 ‒ ‒ 17 303
109 3,283 8 115 2 61 12 254
73 1,921 6 87 2 60 13 334
111 2,895 3 61 2 66 19 411
86 2,365 2 70 1 57 17 481
85 2,192 12 224 2 112 18 538
85 2,343 14 292 3 107 17 461
91 2,780 20 475 5 124 15 543
100 2,537 16 415 4 96 33 855
108 2,714 17 466 4 84 48 1,467
116 3,057 19 607 8 134 79 2,011
79 2,329 12 250 4 64 95 2,342

































　　　　　　　　　　 　　　　  第５表　三河地方における織物工場数・職工数の年次動向
三河計 豊橋市 碧海郡 幡豆郡 額田郡
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
1895年 19 493 … … ‒ ‒ 1 32 7 313
1896年 29 785 … … 2 165 3 93 7 243
1897年 26 447 … … 4 53 4 70 5 103
1898年 21 397 … … 1 12 5 102 4 91
1899年 30 506 … … 1 33 10 163 4 90
1900年 32 562 … … 2 42 6 99 3 78
1901年 39 682 … … 3 66 6 99 3 58
1902年 48 785 … … 8 181 7 130 1 10
1903年 39 683 … … 9 193 5 103 3 60
1904年 43 802 … … 6 142 11 183 2 27
1905年 34 675 … … 5 101 8 192 4 136
1906年 46 992 1 29 8 174 8 250 5 173
1907年 50 1,179 1 31 8 159 8 191 8 211
1908年 58 1,440 3 84 12 234 14 368 11 312
1909年 90 2,002 4 111 19 420 17 569 21 468
1910年 98 2,251 4 114 24 510 21 599 26 673


















東加茂郡 南設楽郡 宝飯郡 渥美郡
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
‒ ‒ ‒ ‒ 11 148 ‒ ‒
‒ ‒ ‒ ‒ 17 284 ‒ ‒
‒ ‒ 1 12 11 189 1 20
‒ ‒ ‒ ‒ 10 172 1 20
‒ ‒ ‒ ‒ 14 208 1 12
‒ ‒ ‒ ‒ 19 317 2 26
‒ ‒ 1 28 25 417 1 14
‒ ‒ 2 28 30 436 ‒ ‒
‒ ‒ ‒ ‒ 22 327 ‒ ‒
‒ ‒ 2 132 21 306 1 12
‒ ‒ 1 16 16 230 ‒ ‒
‒ ‒ 1 12 22 335 1 19
‒ ‒ 1 218 22 313 2 56
1 14 2 207 14 201 1 20
1 11 ‒ ‒ 24 345 4 78
1 10 ‒ ‒ 18 276 4 69












































総　数 絹織物 絹綿交織 綿織物 毛織物 その他
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
愛知県計 109（‒） 4,035 6（‒） 191 16（‒） 927 74（‒） 1,736 ‒（‒） ‒ 13（‒） 1,181
名古屋市 30（‒） 1,622 3（‒） 87 1（‒） 18 19（‒） 534 ‒（‒） ‒ 7（‒） 983
愛知郡（2） 2（‒） 23 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 2（‒） 23 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
丹羽郡（1） 1（‒） 20 1（‒） 20 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
葉栗郡（6） 7（‒） 177 ‒（‒） ‒ 4（‒） 88 1（‒） 12 ‒（‒） ‒ 2（‒） 77
中島郡（7） 17（‒） 1,080 2（‒） 84 10（‒） 787 2（‒） 100 ‒（‒） ‒ 3（‒） 109
知多郡（6） 23（‒） 328 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 22（‒） 316 ‒（‒） ‒ 1（‒） 12
碧海郡（1） 2（‒） 165 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 2（‒） 165 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
幡豆郡（2） 3（‒） 93 ‒（‒） ‒ 1（‒） 34 2（‒） 59 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
額田郡（1） 7（‒） 243 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 7（‒） 243 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒





































































総　数 絹織物 絹綿交織 綿織物 毛織物 その他
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
愛知県計 198（13） 5,763 15（‒） 283 63（1） 1,931 106（10） 2,311 1（‒） 17 13（2） 1,221
名古屋市 26（4） 1,924 2（‒） 37 3（‒） 67 14（2） 721 ‒（‒） ‒ 7（2） 1,099
愛知郡（1） 1（‒） 13 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 1（‒） 13 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
丹羽郡（6） 11（‒） 191 7（‒） 136 1（‒） 20 3（‒） 35 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
葉栗郡（9） 27（1） 561 5（‒） 94 17（‒） 383 4（1） 74 ‒（‒） ‒ 1（‒） 10
中島郡（17） 73（3） 1,921 ‒（‒） ‒ 40（1） 1,411 30（2） 450 ‒（‒） ‒ 3（‒） 60
海東郡（2） 6（‒） 87 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 5（‒） 70 1（‒） 17 ‒（‒） ‒
海西郡（1） 2（‒） 60 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 2（‒） 60 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
知多郡（7） 13（4） 324 1（‒） 16 ‒（‒） ‒ 11（4） 284 ‒（‒） ‒ 1（‒） 24
碧海郡（3） 3（‒） 66 ‒（‒） ‒ 1（‒） 36 2（‒） 30 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
幡豆郡（4） 6（1） 99 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 6（1） 99 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
額田郡（1） 3（‒） 58 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 3（‒） 58 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
南設楽郡（1） 1（‒） 28 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 1（‒） 28
宝飯郡（3） 25（‒） 417 ‒（‒） ‒ 1（‒） 14 24（‒） 403 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒




































































































総　数 絹織物 絹綿交織 綿織物
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
愛知県計 286（42） 8,931 21（‒） 426 38（1） 1,503 204（40） 6,048
名古屋市 58（9） 2,718 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 52（9） 2,601
愛知郡（3） 6（2） 240 1（‒） 17 ‒（‒） ‒ 4（2） 208
東春日井郡（1） 1（1） 73 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 1（1） 73
西春日井郡（3） 3（3） 96 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 3（3） 96
丹羽郡（7） 22（1） 431 13（‒） 211 1（‒） 19 8（1） 201
葉栗郡（6） 19（1） 459 3（‒） 72 6（‒） 173 7（1） 125
中島郡（8） 91（1） 2,780 1（‒） 34 31（1） 1,311 49（‒） 824
海東郡（3） 20（3） 475 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 18（2） 365
海西郡（3） 5（‒） 124 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 5（‒） 124
知多郡（7） 15（14） 543 1（‒） 55 ‒（‒） ‒ 14（14） 488
豊橋市 1（1） 29 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 1（1） 29
碧海郡（5） 8（2） 174 1（‒） 22 ‒（‒） ‒ 7（2） 152
幡豆郡（6） 8（3） 250 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 8（3） 250
額田郡（1） 5（‒） 173 1（‒） 15 ‒（‒） ‒ 4（‒） 158
南設楽郡（1） 1（‒） 12 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
宝飯郡（4） 22（‒） 335 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 22（‒） 335


















工場数 職工数 工場数 職工数
3 （1） 205 20 （‒） 749
‒ （‒） ‒ 6 （‒） 117
‒ （‒） ‒ 1 （‒） 15
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
1 （‒） 35 2 （‒） 54
1 （‒） 71 9 （‒） 540
1 （1） 99 1 （‒） 11
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒
‒ （‒） ‒ 1 （‒） 12
‒ （‒） ‒ ‒ （‒） ‒


















































































総　数 絹織物 絹綿交織 綿織物
工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数 工場数 職工数
愛知県計 550（252） 16,530 42（3） 1,286 100（3） 2,709 369（241） 10,019
名古屋市 113（13） 4,700 10（‒） 650 45（‒） 1,168 49（11） 1,547
愛知郡（7） 13 （6） 587 ‒（‒） ‒ 3（1） 175 10 （5） 412
東春日井郡（1） 1 （1） 94 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 1 （1） 94
西春日井郡（5） 13 （9） 376 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 13 （9） 376
丹羽郡（7） 45（20） 1,355 17（2） 330 2（‒） 37 26（18） 988
葉栗郡（5） 21 （2） 490 11（‒） 237 2（‒） 39 5 （2） 183
中島郡（9） 95 （7） 2,766 2（‒） 39 47（2） 1,260 24 （4） 520
海東郡（4） 20 （5） 491 1（‒） 15 1（‒） 30 16 （4） 294
海西郡（4） 4 （1） 79 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 2 （1） 40
知多郡（26） 122（120） 3,008 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 122（120） 3,008
豊橋市 4 （4） 96 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 4 （4） 96
碧海郡（8） 24（18） 644 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 24（18） 644
幡豆郡（7） 21（10） 672 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 21（10） 672
額田郡（8） 34（26） 818 1（1） 15 ‒（‒） ‒ 32（24） 791
宝飯郡（6） 17 （7） 278 ‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒ 17 （7） 278


















工場数 職工数 工場数 職工数
18（2） 1,154 21（3） 1,362
2（‒） 275 7（2） 1,060
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ 3（‒） 31
12（1） 688 10（‒） 259
2（1） 152 ‒（‒） ‒
2（‒） 39 ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ 1（1） 12
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
‒（‒） ‒ ‒（‒） ‒
明治期愛知県における織物工場の地域的展開
はまだあまり進展していない。原動機の
使用状況をもう少し詳しくみると、使用
工場252工場、原動機台数は271台、合
計馬力数は2,539馬力で、１台あたり平
均馬力数は9.4馬力と小出力の利用にと
どまっている。原動機の種類別では石油
発動機が127台（47.9％）と最も多く、
蒸気機関（蒸気タービンを含む）が48
台（17.8％）、瓦斯（ガス）発動機が44
台（17.0％）、水車が20台（7.7％）、電
動機が17台（6.6％）となっている。石
油発動機が利用の中心であるが、1906
年では瓦斯発動機の利用がまったくな
かったため、この間に瓦斯が急増したこ
とがわかる。また、水車の利用も1906
年には１台のみであったため、この間に
その利用が増加しているが、すべて三河
地方での利用で、幡豆郡の１台を除い
て、すべて額田郡での利用である。
　織物種類別でみると、全体の67.1％に当たる369工場が綿織物工場で占めら
れ、職工数でも綿織物が60.6％を占めて他を圧倒している。これに絹綿交織の
100工場、2,709人が次ぎ、絹織物工場（42工場1,286人）、毛織物工場（18工
場1,154人）となっているが、いずれも1906年に比べて増加しているものの、
綿織物以外は生産地域がほぼ特定郡市に限定されている。原動機使用工場も綿
織物工場（241工場、動力化率65.3％）に集中しており、他の織物が各２～３
工場にとどまっていることと好対照をなしている。綿織物工場の郡市別分布を
みると、知多郡に122工場、3,008人が集中して最大の集積地をなし、同郡の
全町村数28町村のうち、26町村に工場が立地するに至っている。しかも、そ
のほとんどが原動機使用工場である。名古屋市の49工場、1,547人がこれに次
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ぐが、原動機使用工場は11工場にとどまっている。工場数では額田郡の32工
場、丹羽郡の26工場、中島郡と碧海郡の24工場が続いており、職工数では丹
羽郡の988人、額田郡の791人、幡豆郡の672人、碧海郡の644人が続いている。
つまり、綿織物工場は知多郡と名古屋市を別にすれば、尾西地域と三河地方諸
郡との間に大きな差は存在しない状況がみてとれる。
　絹綿交織は中島郡に47工場、1,260人、名古屋市に45工場、1,168人が集中
して、他はこれらの周辺に数工場をみるのみである。絹織物工場は丹羽郡の
17工場、330人と葉栗郡の11工場、237人が大きな集積をなすが、名古屋市が
10工場、650人と職工数で大きな集積を示している。毛織物工場は中島郡の12
工場、688人と集積度が高まりつつあり、それ以外では名古屋市、海東郡、海
西郡に各２工場をみるにとどまっている23）。上述のように、これらの織物で
は、特定の郡市に工場生産が収斂する傾向が見られ、綿織物工場の広範な展開
とは対照的である。
　町村別にみると（第４図）、全体として各生産地域とも織物工場の分布範囲
の拡大、職工数規模の増大がみられるが、製造品目ごとの分布状況からは、産
地ごとの機能分化が現れつつあることがうかがえる。まず、最大の織物産地を
形成している尾西地域からみていこう。丹羽郡から海西郡までを合わせると、
185工場、5,181人の工場生産規模をなす尾張西部は、その中心部中島郡の９町
村に織物工場が所在するが、全体とすれば、1906年に比して大きな増減はな
いものの、綿織物が工場数、職工数とも減少するなかで、絹綿交織工場および
毛織物工場の増加が目立ち、とくに毛織物が相対的な重要度を増してきてい
る。なかでも、起町が43工場、1,260人と中心的な位置に立ち、織物種類別で
は絹綿交織が28工場、599人、毛織物が９工場、509人を占めている。これに
一宮町の17工場、381人（絹綿９工場209人、綿７工場124人、毛１工場48人）、
今伊勢村の10工場、288人（絹綿５工場194人、綿２工場30人、他３工場64人）
が次いでいる。以下、祖父江町（７工場159人）、奥町（４工場215人）などが
続くが、郡南部の祖父江町などを中心とした地区では綿織物が依然として中心
をなすものの、その規模は縮小している。
　丹羽郡はこの間に工場生産規模が拡大し、45工場、1,355人となっているが、
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第４図　愛知県における織物工場職工数の市町村別分布（1911年）
資料）『愛知県統計書』（明治44年版）所収「工場表」より作成
明治期愛知県における織物工場の地域的展開
その中心は古知野町の16工場、346人で、絹織物工場（13工場228人）が主体
をなしている。職工数規模では布袋町（５工場267人）と千秋村（７工場224
人）がこれに次いでいるが、両町村とも綿織物工場のみである。岩倉町や西成
村では絹織物と綿織物、あるいは絹綿交織工場が入り交じっている。葉栗郡で
は木曽川町に12工場、200人が集中し、その主体は絹織物（７工場118人）で
ある。郡東部の草井村では絹織物工場（３工場97人）のみであるが、葉栗村
（３工場93人）や宮田村では綿織物工場が中心である。中島郡より南の海東郡、
海西郡では合わせて24工場、570人となって、1906年よりわずかに減少してい
るが、海東郡佐織村（９工場147人）や海西郡八開村（１工場25人）の綿織物
工場が減少した一方で、海東郡津島町（６工場283人）の毛織物と綿織物で工
場生産が伸びている。また、両郡南部にも毛織物工場や綿織物工場が展開する
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ようになっている。
　名古屋市とその周辺部では綿織物工場が主体をなし、とくに周辺の愛知郡や
西春日井郡の町村では大部分が綿織物工場で占められ、名古屋市から周辺の町
村に向かって織物工場の分布範囲は拡大している。名古屋市では絹綿交織が綿
織物に次ぐが、注23）で示した愛知織物合資会社の製造品目の扱いによって
は、絹織物、綿織物、毛織物の職工数規模が大きく増減することになり、ここ
では「その他」に含めている。
　知多郡はこの間に最も急速な織物工場の展開を示し、工場数、職工数の増加
とともに、郡内のほとんどの町村に織物工場が現れている。主だった町村をみ
ると、阿久比村の26工場、426人を筆頭に、亀崎町の11工場、406人、西浦町
の15工場、358人、岡田町の７工場、328人、成岩町の12工場、254人が職工
数200人を超え、このほか、東浦村、八幡村、横須賀町、小鈴谷村で職工数が
100人を超えている。これらはすべて綿織物工場で、常滑町と豊浜町の各１工
場を除く、その他すべての工場が原動機を使用している。知多郡の綿織物生産
は、白木綿を主体としたものであり、大阪府の泉州地方と並んで、白綿布の大
規模産地を形成している。力織機の導入はこの知多郡で急速に進み、ここでの
綿織物生産が、愛知県内の綿織物生産をリードする状況が生じている。
　最後に三河地方をみておこう。一部に絹織物工場などがみられるが、同地方
の織物工場はほぼ綿織物工場が占めている。生産の中心は西三河の額田、碧
海、幡豆３郡に移り、この３郡23町村で79工場、2,134人を数えている。1906
年までかなりの集積を示していた宝飯郡では、三谷町や蒲郡町の集積度が下が
り、三河湾沿岸諸町村に織物工場が展開するようになっている。西三河３郡を
まとめてみると、職工数規模では幡豆郡西尾町の８工場、420人が最大で、こ
れに碧海郡大浜町の12工場、321人、額田郡岡崎町の10工場、247人が続いて
いる。このほか、幡豆郡幡豆村（５工場112人）と額田郡の美合村（４工場
137人）、常磐村（５工場124人）、岡崎村（２工場105人）、河合村（７工場
100人）で職工数が100人以上となっている。この美合村、常磐村、河合村で
はすべて水車を原動力とした綿織物工場で、岡崎町を取り囲む村々である。第
４図をみると、碧海郡北西部は知多地方の分布域の拡大ともみられるが、同郡
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大浜町から幡豆郡西尾町にかけては一つの地域的なまとまりを示している。ま
た、岡崎町を中心とする工場群もみてとれ、幡豆郡幡豆村から宝飯郡の三河湾
沿岸にかけても弱いまとまりとみることができるが、東三河の豊橋市や二川町
などの織物工場の分布はなお地域的なまとまりをなしているとはいいがたい。
５．おわりに
　本稿では「個別工場一覧」によりながら、明治期における愛知県内の織物工
場の分布動向を、郡市別、町村別に詳しく分析してきた。ここではその分析結
果をまとめるとともに、今後の検討課題についても触れておこう。
　まず、明治期の愛知県に関する「個別工場一覧」の資料吟味を行い、「県統
計書」に掲載された織物業の項目に属する工場（職工数10人以上）の集計値
を、『工場通覧』および農商務統計様式に基づく既存の機業統計と照合した。
初期の愛知県刊行資料では、若干工場の把握の程度が低い点もあるが、ほぼ
『工場通覧』並の工場捕捉を行っているとみられ、資料的な価値は高いと判断
できる。ただし、1906年以前の資料にあっては原動機に関する表記が不足し
ているという制約がある。
　そうした資料吟味の上で、愛知県内の織物工場の展開状況を郡市別に整理し
た結果、明治後期の工場生産の動向は、時の経済事情等を反映して増減を繰り
返すものの、明治末年に向かって急速に増加する傾向を示していることが確認
できた。基本的な傾向は既存の機業統計、織物生産統計で示されているものと
同様の結果である。そして、地域的には尾西地域を核とする尾張西部の諸郡、
名古屋市とその周辺部の諸郡、知多郡、三河地方の平野部諸郡に、それぞれの
地域の産地特性を反映した織物工場群が出現してきていることも確認された。
そうした特性は町村レベルの分布動向の分析によって、さらに以下のような詳
細な地理的諸相をもつことが明らかになった。
　尾張西部では中島郡を核としながらも、起町（旧三条村を含む）を中心とす
る郡北部での絹綿交織工場の集中的な展開が認められた。しかし、祖父江町を
中心にそれより南の地域では綿織物工場を中心とした展開がみられ、その範囲
は海東郡および海西郡北部の諸村に及んでいる。一方、中島郡より北では葉栗
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郡西部で絹綿交織工場が、同東部から丹羽郡にかけて絹織物工場が展開し、尾
張西部の地域分化が織物工場の分布からも明瞭に確認できた。他方、知多郡は
白木綿を中心に綿織物工場が展開し、とくに明治40年代に原動機を使用する、
すなわち、力織機を導入した綿織物工場が、郡のほぼ全域に急速に展開した様
子が明らかとなった。明治期にあっては、毛織物工場はまだそれほどは展開し
ていないが、尾西地域や津島町、名古屋市などに工場の集積が始まっている。
　名古屋市とその周辺部では、原動機を使用する会社組織の大規模工場が展開
する一方で、絹綿交織などの小規模工場も、動力化しないまま相当数現れてい
た。地理的には名古屋市内に集中し、明治末に向かうにつれて、周辺の愛知
郡、西春日井郡の名古屋市に近接した諸町村へ織物工場の分布が拡大している
様子がみてとれた。なお、少なくとも明治期にあっては、東春日井郡は北部の
小牧町に織物工場が現れるのみで、地域的には名古屋市の周辺部というよりも
丹羽郡など尾張西部との関連が強いことが明らかとなった。
　三河地方では、当初、宝飯郡三谷町での綿織物工場の展開がみられ、大浜、
西尾、岡崎などを核に分散的な綿織物工場の展開であったが、碧海郡から幡豆
郡にかけては織物工場の分布にまとまり感が出始め、岡崎を中心としたまとま
りと合わせて、西三河の平野部を中心に、明治末には綿織物工場が相当数展開
する様子が確認できた。ここでは知多地方ほどではないが、尾張西部よりも工
場の動力化（水車利用を含めて）が進んでいることも明らかとなった。
　以上のように、明治期愛知県における織物工場の展開が確認されたが、毛織
物工場の本格的な展開は大正期以降のことであり、まずは大正期以降の織物工
場の地理的諸相の分析がつぎの課題として上げられる。また、本研究では愛知
県をベースとするものの、尾西地域での織物工場の展開は、木曽川対岸の岐阜
県西濃地方における織物業との関係性を無視できない。さらに、こうした織物
工場の創業者がどのような階層に属し、どのような契機で工場経営に参入する
ようになったのか。その際の当該地域の社会経済事情や自然的特性がどのよう
に関連していたのか。既存の研究成果を踏まえつつも、新たな視点からこれら
の課題をとらえ直していく必要があろう。まさに研究の前途は遼遠というべき
か。
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